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十六 世 皇后 日、 



「マッソン 結社 に注 瘸 せょ •此の 惡魔は 同一の 方法を 以 ， 
て各國の革命を.逢成せんと1て居る」 

「猾太 人は 我が 佛國 を 喰 ひ 盡 3 ねは 止まない 毛蟲 である」 

「獨 逸を 滅亡 させし めた ものは 射 太 人で あ 〇 た」 

『吾の恐るべきは社會主義亿非すして實にマソ --^ ^^. 

「パィ 尤ルンの革命は我等十ー名の猶 -± の手<^绥げ犮卜 

「獨太人は全«民を奴隸化せしめんとする惩魔が」 

「獨 逸 W 民の 日 令は 猶太 人 問題で ある」 

「猾太 人の 財寶は 鮮血の 財寶次 6」 

「今回の 會隈は 猶太 人の 献立 曹一 r た」 

「猶太人とマッソン秘密結社を知らざれば、|穴る資 
格も外相犮る資格も《し」 
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世の中0繡ての事が虛であ 〇 ても*自分自身が現存する事に供つてつは |1 しも事貨 
として 信ずる 事 •か 出來 やぅ。 面して 自分自身が 兩親の 子で <> 5 事比ついても何等0疑 
はなく、 巳れ の阐親 乇夫今 其の 親の 子で ある ことに 異說は あるまい 0 

斯くの如く親から親と逆つて考へる時比、何千代か柯离代かの £ に我等の最初の厘 
先 •か ある 事は 信す るに 難 飞ない0 

然らば 此の 最初の 人 問た る 我等の 組 先は どぅして 牛 まれた か。 それは 大宇宙 生命の 
靈カ /2 る「神」亿依って成ったので、吾人は此の神を 天照大神と 白し 奉る。 即ち 我 
等日本民族の始祖は神の大御寶として此の土に生|れたのでぁって"今吾等の心臁 |- 
どょめく血潮は嫌禺年來 1 分ー秒 72 >とも冷めた事な<幾托千代の祖先を遵ね犮尊ぃ 
血 其 者で ある。 



神と 人との 關係 

斯くて_と人と《親子の_係に立つて居るのである〇然して親の子に對す*0爱は絕 
»であつて、叱る％打 0 |其の子を爱すればこそであ50即ち我が子に完全 « る§ 
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©力を 典 へんが 穴め である。 故に 「親の 心 子 •ら す」 で、 親の 心 K 反抗す 5 時 其の 子 
は 巳れ の 死に® ふの 第一 步で ある® 

何故ならば親の心に肯く事は歸する所#の心即ち_が人間扣與へた生命のヵ扣反す 
るからで ある* 

皇室と. 皇道 

畏くも 我 皇室は 題 神の 直系に まし まし、 臣民は 其の 分 御霊の 未に 當る を 以て 國民 
は皇室を宗家と仰ぎ、歷朝の天子を園父と仰ぎ奉る0即ち我國の家族制度は直ち比國 
家 比 當て 柑爻 るので ある。 

而して 我 皇道 精神は 神の 人 K 對 する 心 即ち 親の 子に！ 5する情であつて、天皇の民 |: 
爱し給 ふ 大御心 は 絕對且 最大なる もので あつて、 歴朝の 天皇は 畏くも 臣民を 大御寶 と 
哼ば せ铪 ふので ある。 

日露—— f •か 明治 天樂 御— の— の f 申出 4 られた 時 
陛下は 「朕が 赤子は 今 滿洲の 野 比 强 敵と戦 ひつ、 あ A 、 衣服の 如きは 今 有る 物 もて 




两 忙合はすべし、朕比とっては朕が實子と國民とに些 .© 差別なしと」仰せられ犮と洩 
れ 承は る。 



日' 本の 民族 關係 

同1の神から出た日本民族が兄弟姉味の關係に立 0 事は極めて見易い事である0即 
ち我日本民族は手綱 |: 皇室をする投網に餐へる事が出來る。其の各時代の國民の各令 
は 投網の 各 結び目で あつて •其の 結 目 同士は 悉く 密接なる 關 係は 繫がれ 、然 かも 各 結 
び目を轚ぐ糸を傳つて元を迪れば必らず手耦に歸ーするのである。 

然かも各人の結婚 »: 當柑めても或夫の組先と妻の組先とは必らす或一つの結び目に 
轚がれて雇るのでぁる。 、 

斯くの 如く じして.我日本民族は名實共に四海兄弟であつて、皇室 5: 中心に總ての家 
族*繡ての人が密接雕るべ炉らざる連鑛を保つて居る。 

斯くも糞く且つ健全な_家は世界中何處を累めても次いのでぁる。 







神洲 日本 民族 奴 隸 化の 陰謀 

我 神聖な •〇 國趙を 否 眩す る 共産主義者 •か 日本 國土に 然 かも 我等と 國籍を 同 5 し* 我 
等と间時に存在する褂は"我等の最も恥辱とする所である0 
彼等の 一味が 現に 两直の 手に ょって 裁炉れ っ、 ある 窜は 諸君 •か 熟知す る 通ぅ である 
■が、 吾人は 彼等が 檢擧 3 れた爲めに、彼等の根が絕ぇ为と安心してはなら « 。其の後 
にも數多の间類が社會に殘*ノて居る事 5: 記位して置かねばならぬ0見ょ、年中絕ぇ閜 
なき 大小の 较働爭 議， 小作 爭議 •はては 反帝 阐 主義 運動、 朝鮮獨 立 運動、 反宗敎 運動 
等々 何十 種と いふ 變った 形の 反 W 家 反社钤 運動が 行は れて居 るでは ないか 0 

然かも沂來特 ^ 吾人の耳を峙だて1むるものは、全國各地方學校の騷勖であって、 
殊に 本年 十一月 七日の TI シ ァ 革命 K 念 日の 如きは 東京 帝大 、早稻 田大學 、京都 帝大 i : 
初め 其 他の 高等 專門畢 校-大小 »多の騒ぎが起 0 て居る0而して、特比 13 シア革命 8 & 
念日を選んで思ひ合したやぅ尺是等の » 動が起った亊は、直ち »: 猶太人と密抟な《係 
が ある 事を 物語る ので ある •何故 次ら ば 口 シアの 革命は 猾太 人に 依っ て 行 はれ、 a シア 



一值五千萬人を支配して居るのは猶太人四百五十萬中の何者かである。 

又此の外比も一高、三高"新潟》校外ニ三の高等專内學校では、運勧部资滅の陰媒 
が 暴露し" 富 山 高校、 高 岡 高 商 比 も* ぎ •か 起 6、殊比高岡高商の如きは滿洲問題 |: 絡 
ん で、 野外敎 練を 忌避す ろな ど、 彼等の 血迷 ひ振>は 實 比 目に 餘る ものが ある。 

我 H の將來 を脊負ふぺきこれ等の學生の此の狂態 5: 見る者*謾か安如として放任す 
る 事 •か出来 やぅ。 併しながら、 是等の 學生は 要するに 猶太 人の 煸動敎 唆に 依る 社會主 
義者の使嗾 ^ ょるものである事情が明確に判明して居る以上、强ちに彼等の行爲を貴 
1/ る礤は 离 全の 策では ない。 宜しく 役 等を 敎へて 誤 まらない やぅ ^ a かねば ならぬ。 

此の種の運動たるや結局は我神洲日本民族の奴隸化蓮動に外ならなぃのであつて、 
f スク 7 •の 共產學 校を 出で、 績々 として 日本に 歸 つて 來る 共產黨 の 一味 •か、 猾太 人© 
臭の手たる潜行的煸劾戦術 5: 以て純具なる靑年學生 (/) 魂 1: 奪ひ 0 、あるもので、有爲 
なる靑年の前途を葬るの外、惹いては ||9 家亿累 |: 及ぼす車と衣るは勿論である。 

日本》椬を1|革し*日本民族 5: 亦露の奴隸化せんとする日本共茚黧のターゼは左の 
十三ヶ條からなつて»る。 

»- •/ * V ' ■ :- . & , ' . : rc k r 



一、 〇〇 w の麕止 •ニ、！！ 食の 解散 •三、 十八 歲以上 男女 S 選。 四、 言論、 集 會* 
州 版の 自由。 五 1切の反勞働農民法の撤唐0六*八時問勞働。七、資本家全瓶汽| 
の 失業 保險 •八" 〇〇 ，寺院 地キ 沒收 o 九 •高度の 累進 所得 稅 。十、 ソビ * ッ トロン 

ャの防 衛。 十一、 支那 革命の 不千涉 。十二 •戰爭 に 對する 鬪爭 〇 十三、 補 民 地の 完全 
次る 獨立 o 

右の テ 丨ゼ 1 1 見した ぼか 6 で 、彼等 共產 主義者の 恐るべき 目的が わかる であらぅ 
然かも是の運勖が猶太人即ちロシアも如何なる關係を以て屛るかは次のニつの事柄を 
以て 承知す る 事が 出來 る。 即ち 共產 ロシアの I 有力者た る I 猾太 人の 手記し 
「極東に於ける日米兩阈の資本的汚動の結果を利用しつ、、日本に共齑主義を植付 
ける 事は 努農 & シャ 共產國 の 使命な. 〇 J と ある。 

- 又 彼等は 現に 進行 中の 共產黨 被吿 事件の 成 行に 就いては 非常なる 注意を 拂つて 居る 
のであつて、彼等1味が檢睾された後、農勞11シャ政府は左の驚くべき事項を决轘し 
た. 

一、 日本 共產黨 事件の 爲め 生活難に 陷 つ たもの ^對しては救濟金を送6、慰安 5: 典、 



る 事は 將來に 於け る 革命 事業 ^ 最も 有 私なる へ L . 

B 本靑年 主義者を し V •可成 的 父 普せ しむ St に 仕向 S 、 軍隊 内の 囊宣傳 を 
なし •苦し 事件の 內容 暴露し、 處 分を 受けた る 時は、 本人 又は 其の 家族を 擁護す 
るた め、 第三！ B 際 共 產黨ょ 45 其 他の 百 的 S めに 年 文 百间 宛を 支給す る 事 
日本の i 5 i 民备峨 し、 1 に 於て 日本の 治安維持法 备 止す •へく 積極 
運動を實行する比當务、日本共產黨ょ办ー萬圓、第三國際共產黨ょ6三萬圆を支 
出し 運動 费 1 C 充當 する 事。 

日本 朝鮮® 言 SS 於て、 一般 資本家 又 ぼ 工場 主 •管 地砉に 攻擊を 加 古 



日本 啼 S 本家 S 各 H 置 霉 主義者 墓？ しめ、 資本家 味方の 假 面の 下 
K 勞働鲜 集 K 赤化を 圖る 事丨 

因 第一 5 共産！ i 西曆 一八 六 四 年 創立、 同一 八 六 九 年 潰滅 

$11 一八 八 九 年 同、 同一 九 一六 年 同 

0 $ 1 九 1 九 年 同" 現在に 及ぶ 
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nil 1 —Jiillill 

: a 
日本 赤化の ニ 系統 

同じく 日本— 化し やぅと する 運 助に も. 二つの 系統が ある 。其の 一は 露— 

つて 其の 策源地 AM ダ ビン！ if 他は 米國 系で あつ i の根據 地は 上海で ある。 

露 K 系の 赤化 運 助は 左傾 的 過激派で， ^ つて •米 H 系 の も® は 右傾 的の ものである。 

而 して 贫國 系の 遇激 派は 直ちに 日本の 篇 fl 的と する もので あつて. 达 ，ヒの 共 
產主義 の 一味は 即ち 是に屬 する も® で* 彼等は 密炉に モスクヮ の 共產學 校に 人つ て 直 
接！ si 指 巧を 受け、 眞 赤に 染 つて 內 地に 潜 人し if 潜行 1 に從？ るので あつて 
第三 k 際共產 繁ら 運動 f 受けて 居|0 事は 今秋 法廷？ 藹 長の 追及 § けて 一 敢 
舍 •か 明確に 肯定した 通 多で ある。 

西 歷千兀 百 二十 年、 r -ー ン が# した S 系 赤化 計 劃の 東 体 政策 中日 本 K 關す f 
の t 示せば 

い 目 1 KstI 及び SQ4 ‘れど S は 其の g 內—者 I 
動すれば直ちに吾人に共鳴せん0 




ロ 日本に 舞して は 先づ 朝鮮を 顦杻 し、 且つ 米國 •か 過激派との 通商を 開始せば •支 
那の 現狀 1*推して、極東じ於て必らすや米支日三國の政治經濟其他各種の街 
突を來す*へし。兹比米支を使嗾して日本を壓迫せば日本は直ち亿過激派に和を 
乞ふに至らん。 

1ある。其の後十年を琏遇したる今日、滿洲は勿諭、支那全土比亘つて日本の*情は 
どぅな つて 居る か ◦背後ょ 6 舉天 派を 使嗾 敎竣 して 日 支 間の 係爭 三百 餘件に 上 6 •中 
央を煽勖して日貨排斥の暴皋絕ゅる暇なく、遂比今次の滿洲事 5: 惹起せしめ、奉天黑 
被軍を塥動し、武器を供給するなどの歷然犮 2 事實がある0 

然かも*彼等は滿蒙 »; 對する列强の侵入を好ます、極ヵ之れが排除に努めて«る。 
即ら 過日 露 國の ブラゥ ダ 紙は 次の 加き 社說を 掲げた • 

「露 國み 平和主義は •露 國社會 主義の 構成を 破壞 せんとす る 企 圖 を罰せすして放置 
するこ1を意味するもの比非す。吾人は日本に對して、勞裊«に騷搂を惹«せしめ 
んとする支那比於ける日本の妓爭者の占領を拒否すべきことを提言する。 

日本は 米國其 他の 帝國 主義 的 S 家が かけた る 穿に 陷 i o v ある もので、 米國 は滿洲 



,ト ： 贝 

に於ける日本 0 反露陰謀 5 : 滿足 5 : 以て迎ふぺきは言を俟たね〇何と次れば、日露兩 

0 M 係の 緊張は 直 t > K 大牛洋 上 K 於け る 日本の 地步 i : ® らしむ るからで ある」 

と、親仞か不親切か。蓋し彼等には日支間-事を構へ3せて動亂杞導き、世界各國を 

其の 渦中に 捲き 込み" 已れは 火事場泥棒 的に 金 儲を なしつ/' 支那に 恩を資 6 自由に 支 

那領に軍隊ヒ動かし、後日の爲めに地盤を築ぎ"一方日本を經濟的に思想的に紛亂3 
せて 彼等の 最後の 目的を 達成す るた めに 狂奔して 居る ので ある。 



世界大戦は 猶太 人の 陰謀 

世界大戰即ち歐洲大戦の責任を舊獨逸皇帝ヵィゼルのみに歸する事は半可通の所蹌 
であ 0 て、ヵィゼル比對して餘6に酷であ50法外の野心家であつた事は否定すべさ 
ではないが、此の野心が却つて猶太人の利用する所となつて遂に國を滅ぼし、身をち 
« むる比至つた事を思ふ時*吾人は寧る同情比堪えないのである0 
猶太人の世界征伏運勖に就いては屢々述べた通>でぁる。然して往年の世界大戦が 
彼等 猶太 人の 世界 征服の 一楷梯 であ 0 た 事を 聞く 時、 諸荇は 諸君の 耳を 疑 ふので ぁら 



猶太人が大戰の訃畫 5: 立て穴のは、大戰勃發を逆る四年前の事である。彼等の主穴 
る目的は歐洲に於ける各君主 » を崩逋せしむる比あつた事は勿論であ 5 が、其の直接 
0 目的と しては 凡そ 次の 五 項で あつたので ある。 

第ー、全歐洲の崩壊 

第二、 某腎敎 及 回 ♦敎の 打破 

第三、全《界の攪亂 

第 四* パレスタィンの奪還 • 

第五* 歐洲 K 於け る黃金 の 獨占 

即ち 歐洲比 於け る 諸 帝王 ■を 瓦解せ しめて 彼等の 自由になる 共和 阈又は 勞 農共產 H 
となし、* 爭 広 依つ て 各 « の財政を破綻に陷らしむ 5 と共比軍戎品の資付と戰後の革 
命比乘じて各國の財貨 5: 掠むる事*千數托年來の敎敝キ，スト敎及び回+敎の撲滅。 
彼等の故_パレスタィンの復活。而して第ー及第五亿依つて彼等の最後の目的穴る世 
界征伏戰の準備となす比あつ犮*期<て彼等は四年の两其の機會を狙つて居为。 



然かして、當時中央亞細亞殊に猶太人の故地パレスタィン地方 5: 中心として、獨、 
英 •米は 特 權爭奪 に 狂奔して 居た ので あつて、 獨逸は ビザンチウム、 伯林、 ペン ガル 
一? を 繫 r 鐵道 を敷設せんとし、英國はヵィ6、 ^ 望峯カダカツタょ$將來支邡に|旦る 
大鐵 道計畫 を有し、米阈は亞米利加*亞細亞、アラスカを結び結けんとの計进があつ 
た。 - 

然るに獨逸はー九0六年カィゼル自ら土耳其を訪問して皇帝アブドル*ハミツドを 
»き、パグダツド班道敷設權を得、土耳其は铒逸の後援に依つて大に勢カ得をて來た。 
回 今 敎阐土 耳 其が 勢力を 得る 事は パル カン 地方の 小 キリスト 阈等の 大に舁 ばない 所で 
ぁ 0 たが.遂に獨逸に檎先を制せられて不平滿今たる英阈及び米國の後拨を得てセル 
ビアの 爲めに 土 -if 其を して > セド -| T IT 割讓 せしめた 〇 

此に獨 逸の 同 轚國たる埃太利はマセドニァ獲得にょるセグビァの領土儐大を喜ばず 
獨逸及び土耳其と策隳して棰を窺って居々。 



虎親耽冷として他國の後龜 5: 狙ふ猶太人、殊比四年が間好播到れ’しと穿ちに待 0 
て居た彼等は1九1ニ年填：！皇 || フランッ*フユルデナンド暗殺の計畫を議し、|九 




1四年修交 4: 目的にセルビァに行啓を仕組み、マッソン員たる猶太人ガブリロ*ブリ 
ンチッブをして皇儲及び问妃殿下を暗殺せしめ遂亿彼等が目的とする歐洲崩壊運動の 
火蓋 4: 切 0 犮。 

見ょ*歐洲の全七は名貢共扣修羅場と化各》各國民は全く息も絕え<比な 0 て戰 
ふが 中 比 第二の 猶太 國 とも 云 ふべき 某 W は 冷然と して 三年 間を 見 遇 ごし、 其 間兩 軍に 
覃戒品 5: 賣つて五 ?| 認弗の巨利を收め、最後の瀨ぎゎとなつて正義に味方すとて參戰 
し、1方時の印度緦督であ 0 た猾太八リ|デング卿と結んで猶太人クィルソンをして 
卒和 を 主唱せ しめ* 偖て 平和 # 議に 於け る 各參戰 H の 代表は 殆 乂ど猶太人であつて、 
當 時佛國 人は 平和 分 讁 4: 「猶太 入の 献立 會議 J と 皮肉を 云つ た 位で あつて、 # 議の內 
外の 猶太 人 等は 自由自在に 飛躍して、 悉 々ぐ 彼等に 有利なる 解决 5: 0 けたので あるが 
爾 、ク - 火 a - ノンを して！： 際 脒盟 5: 主唱せ しめながら 米國を 脫退 せしめて 他日 華府會 
織を 開く ロ實 5: 作つ て 置き、 更に 戰爭に 備へて 居るな ど、 猶太 人は 其の 最後の 目的 達 
成の爲めに深盧遠謀めぐらす搴如斯である。 




猶太 革命の 目的と 其の 手段 

猶太革命の百的は ;〇 :〇 乂。猶 *〇 $ |0 〇 & 1〇 0 10 0 |〇 0 &裝 «〇 ^ ^ お〇 

猶太人は國家として最も理想的で且つ最も强カなものは、專政令治比ょる君主國で 
あると して 居る 。即 ら彼等の目的とする將來の國家は、ダビデ王統の專政君主を戴< 
昼 世界 帝國で ある 0 

此の 目的を 達する 比は、 彼等は 先づ 其の 最も 强カ なる 敵で あ.^ 障碍 物で ある 非猶 ± 
人の 君主 國 を破壞 しなければ ならない o 故に 彼等は 威應 、資收 、欺瞒 、煽 勖 、誘惑 等 
有らゆる手段を以て、非猶太人の國家を混亂に陷れ、革命を起3せて君主制治を叩$ 
溃し、ーとまづ彼等0自由亿なる共和國となし，次比恐怖政治 5: 布き、全世界の人間 
が厭應なしに彼等猶太人の足下に跪づき、進んで世界統治の權カを捧げなければ衣ら 
« いやぅ比仕向けるのである0 

而して、次 |: 揚ぐる猶太玟網は、彼等が極秘に附して盾る革命誘發の手段である0 



一、 黄金を 獨占 する 事。 その 黄金は 有らゆる 物を 購入す る 事が 出來 る。 (而し 1 彼等 
はすで に倫敦，紐育の世羿ニ大取引所 5: 其の勢ヵ下の置き、世界に於ける金の三 
分の.と世界財產の四分の三を握つて居る。) 

ニ"印刷物を占有する事。其の手段に依つて非猶太人を噴落5せ、馬鹿と化し、且つ 
韁 亂 i: 惹起 3 せる 事 •か 出來 る。 (而 して、 彼等は 旣に 世界に 於け る 新聞 •維 誌 其 他 
の 言論 機两の 九 割を 手中 K 收め •今や 世界の 輿論を 左右し、 世界の 思想界を 完全 
に支配するに至つたのであつて、社會掩亂の危險思想を蒔いて居る) 

一 •一 -; 自由 思想、 懷 疑* 破壤の 目的を 以てする 破戒の 觀念を 非 猶太 人 ^ 接 稗す る 事 0 
(最近の 反 宗敎 運を 見ょ) 

四 •某 督敎 潸侶じ對する戰鬪を惹起する事及び僧侶に嘲笑、誹謗並に疑惑を蒙らしむ 
る 事。 

五、 某督敎 徒の 學校比 於け る轉學 敎授を 思 止す る 事。 

六* 寺院 所有の 財產を 取 上 C る 事 •即ち 猶太 人の 手 K 收むる 事で、 是は吾 令 比 對する 
報釀 である。 



七、 家族主義を彼壞する事0 

八、 玉座の 守護 •愛國 心の 養成 所た る覃 R を廢滅 する 事。 

九、 軍隊嫌ひの人民中亿軍備反對の念を益々煽動勃典せしむる事0 

十、 非即太 人の 爲め 、國 價及ぴ 私憤を 募集す る 事を 容 ^' がい1* ^: る幕。是ゆ ^<> かを 0<* 
爲め »:« 便利なる 罠で ぁる • 

十 % 取引所を 碰ん K する 事0 导即ち非猾太人 1 : 投機比引き入れ、財產 5 : 大資本の手祀 
. 移す 手段で ぁる • 

十一 一 •非猶 灰 人 0 不動 產を 破壊し* 几ての 土地を ィスラ H ル 人の 手に 移す 事の 必要 〇 
(鶴 見の 米 入 石油 # 射の 貯窳所 嫌 十 萬 坪は 名義 丈け 某日 本人で 事 實上 猶太 人の も 
の Vi なつて 居る) 

十！ > * 手エ的 || 業を大資本の製造エ塲を以て換ゅ « 事0 

十 « 猾太人は貿易及び役機業 1: 確實祀拿握せねばなら《。又農業及び村落輕濟を巳が 
拿中に握する箏0特比酒梢、穀物類、油類、_の貿县及び投檷業を確實比保持す 
る 事 o 

十五、猾太人の爲めに有らゅる官職に就く道を開き、國家の立法者中{加はる事0 



十五、猾太人の爲めに有らゆる官職亿就く道を開き、國家の立法者中に加はる事0 
实、猶1人比反封する法律を廢滅する事0特に猶太人に利をもたらす法律 4: 制定する 

事 0 

车、 猶太 人は、 古來 ょぅの 仇敵た る 某 # 敎徒の 財產 •健康 及び 生命を 已 •か 掌中 ^ 提る 
爲め ，醫者 及び 代言人の 職に 就く 事。 
十八"非爵太八中に勞働陏級の發達を阖.0事。 

X 、 有らゆる 不平、 有らゆる 革命を 援助す る 事。 是即 ち 我 資本を 增大 し、 吾人の 目的 
K 接近せ しむる 0 

ニ十世界亿波動しっ、ある社會蓮動を指導する事。及び猶太保守主_を堅固に維持す 
る 事 o 以上で あつて •尙ほ 次 0 事 •か 附加 へて ある* 

右の 拿を 實 行したら、； ^ 0° 6 £<> お€ ^: 2: : 〇 » 〇 かん)か落 <»:° 心 *° ト #><> 
いぃ •一 I い；*、 i s : ル 艮 0« i か n g: lco s: s: G ^ s: ^ 0° 

aco »o 4:o RO f: t«» ^ lr: s: # 0 n ft 0 r5i:^if^;i 。 

實 Is に 於て は、 吾 ♦は輿» の 推移の 支配 及び 掌 振に 努力し 次ければ 4 ら《 、又 



8 

,1 

r . . 

猶人は此目的 1: 達する犮めに可能《る程度に於て、勞働階級を保護しなければ « 

ら 121 

斯んな 瓤に して ゆけば、 吾 ♦は 吾 令の 希望 通-^ K 民衆を 排發 する 事が 出來 る* 
吾' は 革命の ために •武器と して 民衆を 使用す る •乙れ 等の 革が ある 每 K 吾 
4 かか I (&い 炉妒於 i ) ：&かか" かか •、っ ” か W B ' W か. 私い 
4' ぃ.^ ぃ f , 1 : 。 

以上は今から杓七十年程前亿全世界猶太人同盟會遴の議决比ょづて、戰爭を用“な 
妒で、全世界 ^ 征伏する爲めに建て /2 猶太人の世界攻策であるが、此の丰を議决する 

と忽 ち 供 閗西代革命が起6、次にぺダシャ、其次に主耳其、又露两亞 ^ 陰謀が起4、 

♦ 

其 次が 世界、 戰 、其の あ ふ 6 に 乘じて 露西亞 、獨 逸、 土 耳 古* ギ 9 シャと 次 令に 革命 
が 起ぅ、 是れ 等の 帝王 _は算 1: 亂しず沒落したのである。是れ悉今猶太人の险謀であ 
つて*彼等の蓮動が如何に陰險であ^^惡辣であるか<解^^吾等か如何に此の猶太 
:歎網を忠賓に實行しつ/^あるか比鶩くであらぅ。 



獨逸 革命 政府に 列した 猶太 人 



獨逸 政府 



外. 相 
同 次官 
新聞 局長 
司法大臣 
网 次官 
大藏 大臣 
同 次官 
內務 大臣 
同 次官 
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9 1 ヘン 
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へ， ッ M , ド 

ダノフ H グ 
ペグ ンシュ タイン 
r -a H ス 

ブ » H ン ► 



普魯西 政府 

IP 法 大臣 v l - tf yrsll^ K 
同 次官 ハィネ マ X 
大蔵大臣 t , シユ 
文部大臣 ブッシュ 



ニ 段 構の 猶太 革命 

V * . 41 

糖 太* 動の 最後 0目的が猶太ダビデ王統の帝王を戴く全 «: 界帝阚 |:- 建玟し、全世并 
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非 猶太 人を 奴隸 とする S 政治を 行 はんとす るに ある 事は 班に 述 •へた 通 冬 ある。 

然して 15 太 人 等 •か 此の 目的を 達成す るには 二つの 限 段が ある 〇 其の 第一 段の 運 助 
としては 全世界 Q 帝王を 倒し て | とま づ 彼等 QS 由妄 S 和？ 作つ て® く 事 i 
る 此の 目的 墓ぐ* f に は® ん爲 心を 器して 民心 备 f 气又 有らゆる 巧妙 
陰險な 手段を 以て 戰爭美 f せ f して、 W 家を 浪亂 に 陷れ 革命 K 導く ので あつて 
彼等は 其 sf 肇 して 共和 S 又 §1 家に 化 芝と する ので f 而 して 
革命の； $ 紛れ 財？ 悉く 强学 念が— であつ て、 I など 
•か 掠奪の 爱晨に 遇 ふ 事は 勿論で ある。 

諸れ は 彼 C 歐洲大 載を 以て 强ちに 其 §1 ィズ K 被せん とす* であら 5C 併し 
ながら 此の 5 は 1 人 等 •か 1 勃發 ©四 年 前鈦— 樹て交 ので あつて、 中央 細 
亞亞に 於け る 養 米の 地 零；3 を 利用し、 i 洲を 破壞 する 爲 めに 什 組ん i 太 人の 
芝居で ある。 即ち 彼等は フン 秘密 結 f がブ リ”、 r ン チ ッブ— 喊 して 塊 I 
儲を 1、 遂 SI 地 S 界大戰 起した？ あつて •彼等は 見事 其 目な 
を達 し 善 sr I を 初め1の歎ヶ_ に 革命 f て 或は 共和— し、 又 I # 






產阈となし为のでぁ 0 て*交戰諸》は此の戰爭に依って國財を蕩盡して、財政は極度 
代 逼迫した ので ある •か、 彼等 猶太 人は 之れ とは 正反對 K 、 戰爭と 其 後に 起つ た 各國の 
革命に 依つ て 鷲くべし ニ 千值圓 の 黄金を 捆ん だので ある。 此の 戦爭に 依る 猶太 人の 弗 
驀の主なるものを擧ぐれば、 



世界大戦の 儀牲者 

美 一、 ◦九 八 •九 一九 名 
供 • 四 ニ 七、 〇〇0 
露 11、 七 六 一 * o 六 四 
■ k ル ビヤ 七 0 七 •三 四 三 
白 ニ 六 七、 000 

ル丨： ア5 . ニ-5 

土 . HOO、 000 

合肝 10、八七|ー1、五七七名 
霣 傷者 110、000、0 0 〇 

爾ほ聯合國 « の戦費は 



来 一 0 七、 二八 四 名 
« ニ、 〇 五 0、 四 六 六 
2 一、 二 0 0、 000 
伊 五 0 七、 ニ ハ 〇 
* 一 五 • 〇0〇 
r lt / 妒， ア 一 0 一 、 ニニ 四 









j-vl • 



J- J • _ 






芙 1 0, O 五 西 • 08、 0811 
供 <、111六、六三九、0〇〇_ 

来 五 •五一 九 •五 九 W 、 00011 

伊 = r r x o 一 r 1100 、 000 H 

合計 二 七 •ニ 0 ニ、 W H H 、 000 » 

其他の箪命亿乘じて猾太人が强奪した財货 5 : 略記すれば、 

傳蘭 革命に 依つ て 獲 太 人は 全 財産が 二倍と % -^ 

舊遂西 亞の全 財 產を奪 a 、 

舊獨逸財產の七割五分を奪ひ、 

甸牙利革命比依 0 て"三十值クローネの黄金、寶石、裝飾品 5: 奪ひ"1值九千七百 
萬 クロ 1 ネ を埃國共產黨資金としたのでぁつて、其他の革命や動氰に如何に彼等が激 
夫の利 1 : 占めて居るかは推して知 5 べしであ 5 0 然かも彼等はすで.比我日本 |9 の全財 
產を評 價 して ニ W 值圓な •と 云 ふに 至つ ては、 其の 悪逆 非禮衅 洲 H 民の 断じて 許す ベ 
から ざ る 事で ある。 



見1*皮等猾太人は斯かる惡辣極まる手段扣依つて、機會ぁる每に他阙の財貨を强 

m 

奪し 現 現に 於て はすで に 全世界の 黄金の 九 割を 占め 千 三 丙 萬 猶太 人の 財産は 世界 十七 
« 霁猶太 人の 財產の 遠く 及ば ざ & 所だと謂はれて居る* • . 



猶 人とは 何人 か 

現在では、 世芥 地阖の 何處を 探しても 猶太と s ふ國は 見當ら ない 。それは 其の 答で 
西曆紀兀前六十三年(今から千九百九十四年前亿、«馬の男將ボンべィの爲め比征 
伏せられて其2屬國とな6*西酹紀元百三十五年(千七良九十六年前)に羅馬のハド 
9 ァヌス 帝の 時、 彼等の 古都 エルサレム比捃住する事を嚴禁3れてからは、全く國土 
を 失つ てち らばら 比な >、歐洲諸國亿流浪するやぅにな 0 たからであつて、今では歐 
洲 II H は 勿 諭 南北 アメリカ 比 渡-^、 其 他世界 到る 處比 猶太 人を 見ない 處は ない ので あ 
o t 、 歐洲 大戦 後は 我阈 1 C も績令 として 這つ て 來る やうに なつた ので ある。 

在りし日の 猶太 國 

& 太 人は 素と セ. 4人植でぁって*メ,ボタミャ地方に住居して牧畜を業とし，唯1 






スタィンの故地に入らぅとしたが*其の間除 »: モ，ゼは死去し犮。彼が死前にシナィ 
山麓に 遊牧した 頃、 H ホ パ 神の 神勅な 6と稱して、其の全種族に +» ^- ^ 授けたので 
ある . 0 モ—ゼ の 子 m シ ユアは 父の 遺志を 繼ぎ 大擧 して ヵナン 民族を 征 伏し、 漸く パレ 
スタィンの故地ば歸還したが，阈王と稱する者がな<統一が衣くて勢カは振はず、其 
後 5 S 丨ルが氏意に依 0 て：土位に即い为0ンールの子ダビデは稀世 1/. ^ 傑であつて、印 
位と 共に ユルサレムを硌れて王城と奠め*政務を整へ大に範闽を确め、询は埃及と境 
を接し、北はパレノン川脈亿及び.柬はユーフラート河 ^ 至る廣大な地域を領する 
は至 0 犮0ダピデの子ソロモンが立つに及んで益々政務‘精勵|商苹を起し黃易を獎 
勵 して 大 に 國 利， 訐4壯麗なる禮扑堂 5: 建立す 4 など*所謂射太の芮合時代を作 0 た 
が、 今から 千八& 八十 w 羊 前 彼の 死と 共に W は 一分し •南半を 射 太と 稱して 都を工 火 
サレ ム 比、 一つを ィスラ ユル«と名け，サマリ记都を莫めた0其の後 ».' 阈勢頓に振は 
すィスラィ少はアッパノ”アに亡ぼ3れ、射太も萇の墘的となつたが、ニ千 : 7?. 百十七年 
抑に ハピ d - I ア狀亡 ぼ 3 れ 猶太 -ft 族は ユーフ ラ I ト 河畔 ^ 移 3れ •其 後一 旦祕國 t 奸 
3れたが*ニ千ニ & 六十三年前杞マセドニアのア |^ キサンダ 1 大王 »: 亡ぼ 31 、大王 









©死後は トレ n K A し •後 アツ シ ，ア ic 征服され、 其® 後 |時» 5: 俠復したが前述 
の麴く || 馬の爲め记追はれ*«在は猶太人の名のみが* 0 て居5* 



モーゼ の 十誡 



lb の 十； 一は#* -ゼが シナィ山 上に 於て* 猶太の 祖 #ユ * パから 授けられ 穴と 稱せら 
« 、もので、猾太思想の源泉であ 0 て彼等にと 0 て最‘大切 « 敎訓である0 
「我は 汝の神 H *パ 4 30汝 5: 埃及の地其の奴隸左る家ょ办導さ出せしものな务. 
汝我の 外 何物を も神とす*へからす0安息日を守.^て之を聖潔にする 2. と*汝の # エ 
4 I X の汝 汉命せし如くすべし〇六日の間働きて汝の|の業 5: 爲すべし〇七日目は汝0 
_ H ホ パの 安惠 日な れば 何の 業務を もな す •へからず 〇 
汝の 父と 埏とを 敬へ o 汝« す 勿れ 0 汝盜 む 勿れ 〇 汝 其の 隣人に 教して 虚言す る 勿れ 
几て_への物 5: 貪る勿れ0 

是 等の？ K ホ パ 山に 於て 火の 中 雲の 中ょ矣 次る 聲を 以て 汝 争の 全 會 衆に 吿げ給 
W しが、 5外 には 首 ふ事客 李、 之を ニ 枚の 石の 板 K 害して 我に 授け 給へ 务 0 



タル ム丨 ドの 拔萃 



ダ ャ霣窨 タル 4 丨 ド 中© 主* なる 章句を 拔萃 した も© で、 猶太 滇 の！^ で 



ぁ 4 



• S ょ A 生まれた るは 嗜獗太 人の み、 其 他の 人類は 思* の 子な io 
、人两 は 動物ょ 办 W 等 次る •か 如く、 猶太 人は 人間 高等な ¢ 0 若し 此の世に » 
太入次か-^せば、如何 « る幸 » も、隸令たる太 » ©光綠も*風兩もな<、人 « 
は 男 底 生# 丨鳕は ざ* 0 次 IO 

、永久祀生存する價值あるものは.獨办»太人のみ比して*他の人類は驢馬比殤 
麴 かす。、 

、猶. 太 人は 入 類と 名く る權利 ある も/ 不淨の _1|生じたる宑猶太人は||と命名 
せん。 

、 h i (上帝) は、 i 太 人备み 給 ふ ■、 5 や 犬の |ものを情み？は 

ず。 



.，き： 
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非猾太 人が # 事 を行^慈善を施3ば之 5: 罪と認め彼等を呪ふべし0これ彼等 
ははこらんがために斯かる行以をなすが故な>0 

我等は 如何なる 援助 A 非 猶太 人に 乞 ふべ からず 。我等の 利益の ためには、 彼等 
に 番 ir 與ふ べし o 非 猶太 A は、 地上に ある 幸福を 受 くる 權 5 なし。 何故ならば 
彼等は た *>勒 物 なれば な 60 

動物を 放逐し 或は 殺戮し 得る 如く" 我等は 非 猶太 人を 追 ひ、 之を 殺し、 又 彼 
等の 財物を 利用し 得る ものな.*^ 即ち 猶太 人なら ざる 者の 所 . 7 . 物は、 吾等の 紛 
失した る ものにして、 實 際-所有者は 猶太 人なる •か 故に、 猶太 \は 先づ 第一に 
之 ^: 所有せざるべからす。 

非 射 太 等が、 猶太 人ょ 6此ー-細なる物 1: 盜ひとき之を死刑 «: 聘する.常前な$。 
然れど ♦も跗 太 人は、 欲する 爻、 に 非 猶太 等の 所有物を 奪 ふも^: 由な 60 是れ 
f 汝の隣 ベに 惡 を 施す こと 勿れ」 と ある も* 特に 「非 猶太 人に 惡を 施す 勿れ」 

と 明記し あら ざれば な 50若し非猶太人にして穴比务 0 るものあへ.も、之を引 
き 上ぐ るに 及ばす バ其の 穴に 梢梯 あら ば 之を 取 除け 10 若 1、傍に石ぁらば、 



拾 a てこれ を 穴に 役せ io 

、非 猶太 人の 財產 を 符理 する ことは 猾太 人の 灌利な bo 同じく 猶太 人は、 非 猶太 
人を殺す權利あ49「殺害する勿れ」.とは"實は希伯來の子な 5 猶太人を指すも 
の代して、非猶太人を意味するものに非す。而して之を行ふには、.寶任上の危 
險す<なき時を好しとす。弈枬太人を殺害する « は"彼等の中最も菥等なる者 
を 選ぶべし。 . 

、非 猶太 人の 生命は 我等の 掌 3- に 在-' 。特に 彼等の 黄金は 我等の 所有物な 办 0 
、非 猶太 人 1殺す比當^^某督敎中の地位髙き者 |: 選ぶべし0 
"非猾太人の血 5: 嫌す者は、*<ホパの神比いけ比え |: 捧ぐる者な.00 
、故意 »: 猾太人を殺害せる非猾太人は、恰かも全世界を滅亡せしめたる如き罪ぁ 
ho とれ以上は何比も附け加へて說明する必要はない*何故ならば、有らゆる 
解轉はタルム1ド中ょ办引き出したる恐るしき情最の意味 |: 、唯弱むる許务だ 

% • I . 

炉らである 0 



ト一 ラの 拔苹 

■ 

T 為 方ナレ41 « き上れ 

光を 放 0 汝 の 光！！ 方に 及ばん 
鶬癘 の 光榮は 在ん ぢの 上§ まらん 
請 方 ® _民セ -« ん甘の光 »? 向 0 て遺まん 
'鳝 :<2> 王も * /1 ぢの光の||<方祀 
其時 4 んぢは雀躍して軎ばん 
4 んぢ の鈹勖 は 高ま 务心 IgB * く 打たん 
嫌の富は悉く汝の方杞昀3 
蹟_の民の金庫は汝の許杞集められん 
外 1の若者は汝の城壁 1: 築> 

外 ■の 王 等は 汝の 供と ならん 
汝 1迫害せし者の子孫は汝の前记厢伏4 



汝 i : 輕ん せし ものは 汝の 足下に 跪 ま づ炉ん 

以上三っの猶太聖訓は、猶太人が寢ても醒めても忘れャに轚く信奉して « る％ので 
あ つて、 彼等は 此の 垂調 妃1字1句も ?. かゎす比赏行にぅっして居る0でぁ 5 。猶太 
人が 今日の 勢力を 得た のは •决 して « 然で はない* 



C 國 流浪の民 

西暦 •白 三十 五 年に 故 國 H , サレ ムを 追放 3 れて &ら"桩等猶太人等は羅馬"西班牙 
供® 西 •英吉利 •獨逸 •露 西亞 4 どの 猪 H に 流浪した 。併しな •かふ』 し國の 民の 悲し 3 
は*何 ||| に行 0 ても立ち寄5 16 も《か 0 农0成時は異敎徙として、或時は某督の反逆 
者として、又 1!: 國の童氣 % しとし1、又寄生虫として絕えず迫害せられ、侮蔑せられ 
•待3れて '« 农0 

それでも 雒等 U 其© 天 窠の庙 ネ 1: * 潭して 到る 處の 鐲比餐展して行つ穴のであるが 
H 曆千五 百 -!- 六年比十字簞が«るや*幾萬かの猶太人は殺され、成は放追され又は虜 
待を受け、西斑牙の物きは全»太人 |: 追放し"英古«は入 0 |: 禁止し、《西亞皇帝ィ 
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パン四世の如さは歎千の獪太人を河に投じて殺ォなど、彼等の歷史は徹頗微尾艰迫1 

縟斤との連鐄である。 

斯くて彼等は自由が欲しかった。孕等に扱って欲しか 0 た。辨級制度が怨めしか 0 
た。 境 國が 邪鹰 であっ たので ある。 

' • • • . 

猶太 一神教 ご 柄 太 魂 

猶太 人 等の 一一; 敎 から 生 ^ れた猾 太 魂は* 實に嚴 然穴る ものである 〇 四千 年來 彼等 

が 固く 信奉して 來た H ホバ； 一に 對 する 信仰の 念は 絕對 的であって、 熱烈 樺 まる もので 

ある 0 

隹 鱗 

四千年彼等の祖先 5: 通した耝神ユホバは現在世界に散在する|千五百萬の锕太人の 
生命其者であると言ってょい。彼等を年む父母、父母を生んだ厢父母、而して歷代の 
父組の家長たる»太王族の祖>|*バ |: 離れて彼等 »2; は何の宗敎もあ6得ない。 

毎土曜日*彼等は彼等の枬太敎會に在 0 で新踣を怠らないのであるが、枬太憤の祈 
禱 と 其の 說敎 とは 彼等の 祖神 の靈其者であると言ふべき程に熱烈搔まるものであって 



集る全同族は悉く成極まつて歟欷するのが常であるといはれて居る。 

斯<て彼等は每 ± 曜日に射太魂に磨き 5: かけて居るのである0國家を失つて八百年 
住むべき 阈土 22 他國 から 抹殺 3 れて も尙且 o 彼等 柄 太 人には 萬 物を 燒 5 盡 3 すには や 
まない 底の 祖阈 意識が 燃えて 居る ではない か。 

言 ふ も畏 し神洲 扣三千年の歲籽 £ 生命の庇根を办るして居ながら、「ダニ」の如き外 
道に 卒 伏して 我等の 祖 W ソビ ユットなど、血迷つた政洽屋や半可通の馏科學者が « て 
社 會を 攪亂 し、 衆人 M はし 祖阈を 無み する 徒輩が ある 事は 慨嘆に 堪へな いでは な 
ぃか 0 • 

猶太 國は 滅亡して 居ない 

%• 

人の 精神力 (魂) は 肉體を 支配す る。 精神力の 發動亿 よ つ て 心の 方向が 定ま $、 或は 
首 居と な 6又は動作となって現はれる0故に精神カが發動す 5 時動作>な6"動作は 
必然的に 何物 かを 具現す る。 然して 此の 理は 直ちに 民族精神 又は 國 民精鞞 にも 當て柑 
まることが解るでぁらぅ0羅馬帝の * めに國土は奪はれたが猶太人は、决して父祖傅 
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來の 猶太 まで も# はれな か つ 炎。 たと へ 四散し y* 各々 具つ 友！ IK 別れ 住んでも 彼！^ 
の K 族 S 精 t は H VSSK? し T、 ® る 處 で 長老 曾 政治 蓋 織し、 到る 處に小 
»龙_を建設したのである0此の小猶太阈杞は各+ー人の亡命王がぁ 0 て部下 |: 支配 
し， 宗敎 k 異にする 他の 主權の 支配を 受 くる 辜は 絕衡 比欲しない0然かも此等の小_ 
家闻 代は完全な逢絡がとれて居るのであつて、時今萬國シォン(猶太)大會を開いて《 
策を雄するのであつて、初めは三阈會雄、五國會_などであ 0 たが、最近偷软亿於て 
開かれた シォン 會嫌の 如きは 世界中の 三十 七 ヶ國の 猶太 人 代表者が 集つ たので あるて 

其の 目的 2 や* 問 4 で— <全 世界 猶太 人の 結合 統 I と 其® 世界— 饑 す* 〇 技 

to 

則ち猶太《は決して滅びて居るのではなくて完全に統ー3れた小猶太阈が全世界代 
亘つて無皺比出來犮のである0換再すれば猜太人は全世界を猾太國と心得て居る。世 
麂 1: 自 國と心 得て 居る から 彼等は 住所に 着す る 事な <、利代向つて世界中を轉令し 
て « る0である〇 

即ち パレスタィン 杞本籍 4: 有し、备翟在の各國は寄留地比すぎないのであつて、撿 
炉も日本人が日本內煽で行つて居5と同じ事 1: 世界的にやつて居5 ^ での事であ*<^ 




か％ 日本人が 日本 內煽で 行つ て 居る と 阏じ事を世界的にやつて居*0咬での事である9 
而して再人が日本國内の寄«嬝で其の地方の長|とな¥、市&村長と « ると同樣比、 
彼等は 各國の 大統領に 4 |、大臣とな乡*嫌員と 4 -^貴族と « 多*窗豪とな|外爽 
官と « つて大猶太_の困利§ 4: 謀 0 て居 & のである0 

西 鼴千八 西 六十 年 巴 里 K 於て 開かれた 全世界 稱太 人會衊 の 席上で、 當時佛 國 の 大臣 
であつ た モンテ*フィレォの演說にみても猜太人魂が何處にあるか « 窥はれる。 

印ち 「再 等は 何事ょ ♦も 先き：.： 猶太 入で- ^參*且つ獪太人として存在する事 |:- 欲す 
i もので あつて • i 太 人の 國粹の 精華は 一 K 猶太 人の 父の 宗敎で ある、 即ち 吾人は 
如 衡次る 政 權も e° むる！！ は 出來な い」 

と云つて居る0然か％彼等は各其の寄屬して居る國+で或は大統領とな>、大臣と衣 
♦、外交官と な 雄員とな參、一方亿於ては贵族として大賫本家として當該國家 €> 

峰 

指導 的 立場 比 立つ て、 來るべ $總 决 算の日、即ち全世界猜太國建設0日 1: 待 0 て居る 
ので ある o 

彼等 tt すでに 「我等© 目的 雄 成© 日は »0 前比追 00 た」と言 0 て居るではないか。 




世界 知名の 猶太 人 



「？ 

「獨 J 



ir 



「多」 元首相 ビ スフ' rii ( v ン タヤ-ミ X •デ, 01 〕 第二次 分 2内 明 蔵相 スメ-デ 

同 外相へ xf 二、 柏 勞和モ f ブス* K — B イド r - デ兩内 gs 見 役 又 印度 5 レ デ 
> ir 鯽 。支那 政* 顴閬シンブソゾ。 

大 统領 ミ か， ン •前 首相 兼 陸相 < 、\ ルペ 、藏 相 ク 0 ツ ク 

大 tt sfi H 丨 ぺかト、ヵイせ4退位要求 «- (共和«逸中心人枚)シヤイデマゾ、外相7チ 3. 丨ナー 
元駐 H 大使！ s li - フ。 

世 弁 大戦 S 火？ なつた 外相 H 丨レ 7丨か、 同 栗— 領ぺ ，•クン 

トロ， キ -、 ケレ N KT 、 レ— - I ン、 元 第三 i %t ■ tl ジ H ノグ irsm クフ HO 

前 外相 ソン- 1 ノ、 シヤ ン ， m S 大戦 贫時来 S 大統領 ゥイル ニの 析談役 パ， デ。 

エゲソン、 チヤ， ブ 9 ン、 「アインシュタイン」 




ワシントン 



猶太 運動の 虎の 卷 - 

シオン (猶太) の 議定書は 猶太 運動の 虎の 卷 ともい ふべ さもので あつて、 世界 革命の 



V 



實 行方 法に關 する 决銥錄 中から 主要な ものを 秒 錄した もので あつて、 彼等の 手段が 如 

何に 毒々 し S ものである かに 筋く でせ ぅ。 

一、 「擲か lio * o に 彺 办」 人間は 善良な 本性を 有する 者 1 办は、不良な本性を有つて居 
る者が多いから、政怡上只好な結果を得る比は强制と排除とを )« ひなければなら 
ない。即ち鉍カを以てするょ6外はない。又自分の幸福を得るために、他人の幸 
福を 饿柱に する のは 常 然で ある- ぃ 

ニ、 「自 ¢0 は跸饵 な 办」自由は珂想的3ものであつて，货際的のものではない。人間 
が自由を欲求するのを利用し、巧想的の欺_を用ひて民衆を〇黨に引き入れょ0 

三、 「 i 0 III° zt° ao e)o i: 用 j N 民が 自 U1 主義に & ぶれたら、 其國は 自由主義の 爲めに 勢力 
を滅淋-する。吾等は之ヒ巧みに利用しなければならぬ。 

四、 「資力 U 專故 J 國家が 持病の 痛で 悶絕 しや 5 が、 外敵 や內亂 に乘 じて 阈家を 其の 
掌中に 人れ やぅが、 結局 滅 じ.は滅亡であつて、そぅなれば其の國家は我が權カ比 
歸し穴ものである。そこで全然吾等の掌中比在る資カの專制は阈家に薬を3しの 
ベる 0 H 家は 已む をず それにつ かまる。 若しつ かまらなければ、 直ちに 滅 C して 
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|^「政拍と道 « 」政治は道德と佴等の共通 »| はない0故 ^ 道徳で行政をする爲政者 
は 政治家で ない。 苟も 政治を 行 ふなは ぅと 次ら ば 狡 智と虛 飾と t 弄せねば 次ら g 
公明正大な 5 政治は非猶太諸_の特質でぁるが*吾等は_じて之に指をふ1て1 
f «0 

大、「マッソン猶太權カの || 敵」有らゅる政權が励樓して居る現代比於て、我が政灌 
は最も優越無敵 « %のでぁる0何となれば、如何 4 る奸策と雎も之を侵蝕するこ 
とが出來ない稈聚固なもの杞なるまでは、人目に匿してあるからである。 

七、 「目的は 手段を 辯 明す 5」吾人が今必要上行つて居る罪惡は確乎たる善政を生む 

我が 計 劃に 於て は籌 良と か 道義 的と いふょ >も必 耍と 利益と 云 ふ 事に 意を 用 a ね 
ばなら ぬ o 

八， 「霹集 は 盲目 J 群集の 能力は 嫵 « 窗昧でぁつて*善»理非の判囊ヵなく*人が右 
といへ ば 右* 左と S へば 左に 其の 首 ふ •かま/. に 次る と 云 ふ踔 « 5: 飮 み 込ま 衣 けれ 
ば 4 ら《0 



九- 「アル 3 _ダ」 見ょ 酒で 薄 馬鹰に なつて 居る 酒精 浸— の勖 物を •我々 及び 我黨の 
ものには之れ 1: 許しては次ら«0 

十， 「古典主義と 淫蕩 J 非 射 太 人は 酒 梢 飲で 白梅に され •其の 青年は 古典主義 及び 
早熟の淫蕩から由應に « る*是は我間牒が或は番頭とな|*成は富豪の邸宅に家 
供 又は 隽女の家庭敎師と《つて這入>込み、靑年を煽動して居るのである。又非 
猶太人の享樂場比は、猶太女性が出入してゐるが、其他の肚交界の靑年も*此の 
種の 我捎太 女性が あつて， 故总 1: 贅澤や 淫淇を 助長して 居る。 

十 |、「マッソン猶太政府の龋度と原則」吾嵴號はカと價善とである*壓制は柙則で 
ある •狡 胬僞 莠は或新勢カの謀反者の脚下に自已の冠 |: 置くこと 1: 欲しないとこ 
るの » 々を征服する方式である。故に吾人は目的の爲めに必要なる時は，買收、 
_ 著* 背信を 行 ふ* 躊躇して はならぬ。 又 政策 上吾+ が 他を 屈伏し、 政 權 4: 得る 
K 必要ならば、 勇敢に 他人の 所有物を 奪取し 得ねば なら W 。 

十 1マ「恐怖」平和手段の征觚方法 1: 以て進み 0 、ぁる我國家は、戦爭とぃふ恐るし 
ぃもの比代§る记目立たなぃ*而かも逋切なる « 罰を以てする權利を持0て吾る 






*の刑韵に依つて人令1盲從狀態にあ<ところの恐怖を維持する必栗がある。备 
人が强迫 > -僞善とのブ&グラムを保持せねばならぬのは、軍に利益の爲めばか.0^ 
でな く •義務の 爲めで ，あ- o 、 勝利の 爲め である 0 
十三、 「自由 平等 四 彻 兄弟」自由平等四海兄弟 5: 叫んだのは、吾々が最初である0そ 
れ以來此の言葉は |««: 界到る處から此の誘惑に向つて飛んで來た所のォームにょつ 
て常に繰办返3れた。然し天然 |: は半等なく.天然それ自身が智能、性質、才能 
の 不平等な どを 成立して 居る が、 彼等は 此の 天然の 法則— 服從 すべ 5己と七知ら 
ない e 

4- ST 一 王統 政治」 -王統收治は ]«:. の天故の松則 4:' ル^^造3^か4、 ?: ?- 51か4 ^' 

を如4いかか ^ 、日を |: ^: 0' ^: |: »' ^: ^: |: ぼ 5: か乾かぬ 

れ 、我が 車 業の 進涉に 都合ょ くな つた 0 

* 奢 

十 w 、 「& f : < *° l : i : 裳！ m •年、 等、， 

の防衛たる ^ ょ 0 て*非猶太人貴族の於处 ^0 可1 ^0 ^>° レ »0 かノ而して吾人は自然 
的 世襲の 貴族の 廢墟に 我黨の 金力 •ある 知識 的 貴族を 頭 首に 居た D 






十六ゝ「經濟戰は猶太勝利の极本」戰爭が領土的利益を出來るだけ與へ衣いやぅ比す 
る乙とが、吾入比必要である。これが爲めには戰爭ヶ«»的地盤に移すのである 
十七、 一科學 <o 破壊力 J 吾人が 拜畢 として 彼等に 鼓吹した 所の ものを して， 彼等の ^ 
め记大なる役割を演せしめねばならぬ。此の目的を以て吾々は印刷物を利用して 
絕えす 科學に 對する 窍目的信念を鈹吹せねばなら《0吾人の什紐パだダルクィ，ー 
•ヌム マルキシズム* 二 ッシ ユィズムの成功亿注目せょ是等の主義の非猶太人 

JC 及ぼす 破 壞的價 値は 極めて 明瞭で ある。 (佛 革) 

十八、 「出版物の 任務」 出版物の 任務は* 恰かも 人民の 切なる 要求が ぁるかの やぅに 
寄き立て、又人民の叫ぶ訴或は不平を製造し、之れを»表する。言論の自由の勝 
利は印 »| 物に依 0 て肉付けられるのである。吾+自身は蔭はあつて印崩物を粹て 
勢カ1 * ち得犮。印刷物の御蔭で黃金を自已の手 ^ 集めた0 I 
十九、「猶太银牲の價貧」吾人は多»の枬太國民を犧牲比し、又それを償；5得穴。味 
方ー人の犧牲は神前に於ける一千人の非猶太人の锇牲に值する。 

二十、 「標象の蛇」吾入の目的はすで杞吾人 5: 去る皺步の所比ぁる0餘す所僅かであ 
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る0吾へに1つて貫通3れた道は我國民の檫象 ;<: る「蛇」の輪の頭尾 |: 接合せん 
として 居る 0此の翰が連接するとき*各國は恰かも强い穴がで締められ为やぅは 
なる ので ある。 

廿 一、 「政 播爭奪 」 吾人は 野心家を 煽動して 檯勢を 濫用 3 せ、 政權を 凡ての 野心家の 
目標と した 0吾人は續場を暴勖 1: 演する競技場とした0尙ほまもなく紛亂や破產 
•か 到る 處 .出現す るで あらぅ。 

廿ニ "「生活 雞 J 吾 \ は非舫 太 國民 を 生活難に， 2れ、農奴制度ょぅも以上に人民を苦 
役に 結び 0 けた 0 

廿三 、「共和制」 共和制の 權利は 貧民に とつて は 痛々 しい 皮肉で ある。 なせなら ば、 
殆んど 钟日 S 勞働は 彼等 貧民に 此の 權 *'! を利用する閑を與へなぃばか备でなく、 
却って傭主ゃ |^| 僚り11盟能ェに左右せられて恒久不斷の貸銀を奪はれて居る0 



廿四 • r ►ッソ ン猶太軍」我社曾マッソン主義の主银する社會人道連帶の间胞に1> 
吾人が常に援助を典へて《る我軍隊即ち |» # 主義、無政府主 || 或は虛無主義に 
入る こ と 1勞働者比勸める際には、我>は恰かも此の歷迫亿對する勞働者の救濟 




主の 如くで あらぅ。 

廿五、「非捫太<の敗頹」權利に依つて勞働者0勞ヵ 5: 利用して居る貴族は勞働者が 
滿服で あ ♦、健康で あ- 〇^頑丈である乙と ^ 望んで捃る0吾令は之と反»に非捎 
太 人の 敗頹 をょ ろ こぶ ものである。 我が 權カ は勞働 者の 營餐 不良 及び 衰弱に 存す 
るのだ0なやならば、之_因 0 て彼等は我々の思ひ通5にな办，之比反抗する氣 
かも自己の權カ中に見出すことが出來ないからである0 

廿六 、「群集と 全世界 王の 戴 冠」 吾々 は 生活難と •之に 因つ て 生ずる 嫉妬と 僧し みの 念 
に依つて群集を煽勘し，其の手比因 0 て吾人の道を遮る者令平定する〇我が全世 
界領主が戴冠せんとする嘵に於て*之に障碍と次るものは、やは办同一の手で之 
1: 排除す る 0 

# 七， 「一般 經濟の 危播 J 全然 我が 拿 中に ある 黄金の 拨 けと、 吾々 の爲め 容易で 且つ 蹯 
密 4 有らゆる方法を以て1般碎濟的危機を造务あげ、次比各阈に於ける全勞働者 
を同時に街*比抛务出すこと ^ する。35すると此等の»集は幼時ょ6嫉んで居 
た 者 共の 血を 流が そ 5と狂喜して <| せ集ま多*人+の财產を掠奪することになる 
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廿 八、 「►ッソン_と鑼_大革命」想趔せ10吾人が大笨命と命名した佛蘭西大革命 
を、此の革せの秘密は吾人には明嫌である*次せ « らば全革命は吾人の手になつ 
たからで ある。 

廿 九、 「干： 即らン ォン 血統の 専制君主」 佛蘭两 革命 以來吾 今は 世界の 爲め R 吾人が 準 
備し しあいた シォン 統の專 政 君主で なければ 其の 王た る ことを 人民が 拒絕 する や 
ぅ比、人民を次第亿迷から醆すや5に指導して居る。 

H 十、 「自由 j 自由は 人間 社會 Ir fB o て 有らゆる 力 •有らゆる 播カ 、果ては 神播や 自然 
力 •對 1 て 3 へ 抗爭せ しむる ものである。 故に 吾人が 君趄 した 曉には r 變じて 血 
を 好む ^ 猷とな る」 と 云 ふ 勖物 力の 原則に 照らして、 此言 葉を 人間の 辭言 から 抹 
殺しなければ なら «0(革命成立の除には \ 間から全然自由を奪ふ)若しも信仰 
の 自由を 人間に 典へ た 人間は 神の 攝理に 從ひ榷 家 緦代や 牧師の 指導 比 從ふ 事に な 
るから， 吾人は 宗敎 を 根底から 祖し、非猶太人の頭から神及び精_なる頫則 5: 拔 
$取>*全然打算的で且つ物質的慾求を以て代へねばなら《 ** (反宗敎運劻) 

舟 一* 「►ッ ソン 的 政攉拿 握の 方法」. 各國 民が 帝王を 見る 乙と 恰か も砷 意の 宵淨 なる 



费象の如くであ 0 た畤代には、不平を言は ^ ^ 帝王の獨裁は服從して居たが，吾 
人が 各！！ 民！！ i 個人の 權 利なる 觀念 1: 注入して 以來 は、 各 》民は帝王を箪なる人 1« 
と 思 ふや 5 IC な 綽 傾の 塗 油は 人民の 目前に 於て 王の® 上から 落ちた：. そして 
吾人が人民から敬神の念 5: 奪；5去つた時 ^ は、其の權勢は共產の巷比投げ出3れ 
吾々！！ i 占領 3れてしま 0 犮0 (歐洲の帝王 » 皆然**0 

舟 ニ、 「猶太 人の 鱗 選」 「諸 王は 吾 t ft て 王 /? る •へし」 と而 して 吾 冷は 全世界 王 ^ る 
ベく 神 自身 K 選 はれた ものである。 

» 三、 「最高 政府 行政 應」 自由 行勖 生す る 努力は 他の 自由に 遭遇して 其 力を 衰退 
し、 * 處炉ら 重大 《 精 _的 打擊 、失望 及び 失敗が 起る oft の 方法を 以て 非 猶太 人 
を疲勞困 « させ、 «: 界の有らゅる_家的勢カを完全比手比牧め，そして最高政麻 
fc IE 狡し 得る _鼹的主權 ^ 吾人比提供する餘儀 « きに至らしめる*そして現在0 
•政 者の 代 > K 最高 政 麻 行政 應 と名づ くる 篌 物を 据# ける 0其の手は各_民を貌 
儀せ ずん ば 止 丈 % ぃ箱の惠大《蛆||を待 0 て居 0 て、だにのゃぅ杞四方へ八方代 
*ば 9 る>©でぁら50 








册四*「非猶太人土煽沒收」非猶太人貴族は政治的勢カとしては何等顧*する必要が 
次い が •地主と しての 被は 吾人 K 有害で ある。 それは 自己の 生活 資源に 於て 獨立 
し 得る からで ある •それで 吾人は 何ぅ でも斯 ふで も 土地 沒收 5: やらねば ならね。 

册五 •「奢侈 」吾人は宑猶太人のエ業 |: 崩壞するため*吾人が非猶太人に擴めた赘澤 
は 費る 非常な 慾 求、 即ち 飽<所なさ奢侈を投楼の補助として流行3せやぅ。 

舟 六、 「投機 J 吾人は 投植比 依って 土地から 人手 も 資本 も 吸 收し 、全世界の 金 •か 吾人 
の手 |: 移るや5比し、をれで非猶太人を勞働者の仲間に投げ込むや5にせねばな 
ら 《。かぅ « れば非猶太人は唯今生きたい爲めに吾々の前に膝 ^ 屈するやぅ »*- な 
る 0 

舟七"「無政府主義と泥醉」吾人は勞锄者を無政府主義と飮洒と比馴致し、之と共に 
地上から 非猾太 人智 識階 級の 有ら ゆ S 勢力を 驅逐 -« る 手段を 講じ、 以て 巧妙 深刻 
比 産業の 根抵を 顛扭 しやぅ 0 _ 

舟 八、 fw 民 敎 育改變 R 對 する マッソン 主_ の谪 用」 吾人の 主 袭を適 用す る 忙 當って 
は，諸君が活動して居る_の國民性に注意せょ。國家敎育 5: 自分の思ふや5に改 



變せすして*ー皎的に主義 5: 適用しやぅとしても成功は # 束ない。然し « がら主 
義應 用に 注 i して 進めば、 十 年 足らずして 最も 頑固な 性質 も變 化する ものである 
乙と ^ •諸君は 見* 0であらぅ〇その時旣亿新闽民は我今亿征胀3れたのである〇 
舟 九* 「僞 學理」 吾 ♦は 吾人 比は 解 i 切って 屏 る 虛僞 の學理 や 主義 (マルクス、* ーィ 
チエ，ダークィ 5/ 等) 5: 莽猶太靑年に宣傅敎育し、之を馬鹿にし引き廻し铍落3 
せた。 

四十、「自由主義の害毒」吾令が自由といふ毒藥を_家機關に注入した結果、をの全 
政！ ^て.變化を來し、各阈は死病即ち壊血病比胃3れ、今や醑末魔の苦悶を待っば 
か 6 である。 / 

四1、「大統領はャッソンの爱人」大統領は群集中から又は吾人の傀；或は吾人の奴 
錄 の 中から 従へ て來犮 ものである、 抑 も 之が 非 猶太 人 否 全非捎 太 人民の 足下に 仕 
擤け た地宙 火の 基で ある。 

四 一一、 「全世界 王 5 S 2 我 •か 8 震 治® 承 路とエ ことは、 憲法 5 以前に 薄 
來 する かも 知れ a 。 爲 一# 者© 不規律、 其の 支拂 不能 及び 吾人の 君で 苦しめ 矣 
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た 人民は ^ び 出す 「彼等を 排除し 吾 ♦ !: 一致 3 せ •紛糾の 原因た る 民族、 宗敎の 
差別、國家打算を廢し、吾今 ^ 平和，安搴とを典ふるー人の世界王を典べ气吾 
♦ は我が爲政者及び代饞士と|箱では平和も安搴も見出すことが出來^^」と、 
其の 時が 我が 獨裁 政治 承抵の 時機が 到來 したの ザ ある o 

四 三、 「病毒の 傳播と マッソンの 罠 J 吾 +の世界王を承認3せるには、絕えす各阈に 
於け る 人民と 政府との 關 係を凇 糾 3 せる 必要が ある。 是が爲 めには 不和、 敵愾心 
爭鬪 仳惡 •果ては 困苦 饑餓 •病毒 W 播 •生活難を 以て 疲勞 闲憊 せしめ •非枬 太 人 
が吾人の金カを有する完仝なるネ權に走>寄る外尺途を見出 3 ぬやぅにせねばな 
ら你。若し吾人が人民に休息 ^ 與ふる次らば希望の時榑は到來せぬであらぅ0 

四 四、 r 歡樂と K 衆俱樂 部」 吾 今は 彼等 •か 何か考 へない やぅ ^ 享樂や 、遊戯 や 娛樂や 
性慾 や 民衆俱樂部など 5: 設けて彼等 |: 牽制する*又新聞雜誌に依、 0 て各稞各樣の 
蓮動、麫術の競技 5: 提縵する0即ち此等の趣味 »1 吾+が被等と戰はねば衣らぬ諸 
問靼 から 人心を 徹底的に 牽鲷 す. 0〇そぅすれば、人今は次笛北獨立の思索から離 
れ 吾人と 共鳴す る、 なせなら ば 思想の 新 傾向を 提出す るのは 吾人 ばか 6 であるか 



らで ある 0而して之れを提出するには，吾々の仲間のや5亿見へない人冷 1: 軀て 
やるのである 0 

四五、「同日亿起る讹界革命」 到る 處同日 に起すべく準備せられたる各國家革命に依 
つて 吾人 •か 全： 大下 を掌握した埯比於て*吾人に向 0 て謀反する者の無いやぅに努 
力せ ねばならない。 

四六"「有らゆ 2 秘密結肚を指_するマッソン」若しも此の世界が涸澤するならば、 
それは 世界の 頗る 大な る！ E 結を 破壤 する ために 之を 洞 濁せし むる 必要が 吾人に あ 
つ たからで ある。 若し ♦卅界 に 謀叛が 起つ /? ならば、 その 主謀者は 我が 忠僕 中の 
一人 比 外なら ない。 從つて マッソンの 活動を 指導す る ものは 吾々 以外には ならな 
いとい ふ祺は 自然な 事で ある。 

四 七、 「資本の 控滯」 終 濟的 危機は 吾人 沢 非 猶太 人の 爲めに 作つ たもので、 金融界 か 
ら貨幣 を 取 6 上げた に 外なら ない。 各國 から 貨幣を 取上げた 爲めに 互 額の 資金 •か 
停滯 し、 國 憤を 吾人に 仰 ぐの餘谪なきに至つ /2 。此等國债は利拂で各國の財政を 
困難ならしめ、且つ元金で各_を奴隸犮らしむる扣至 0 穴〇 
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四八.「ダゥィド王根 4: 牢固たらしめ1」吾人はダク >| 1 ド王統の根 5: 地球の最下曆逛 
も扶* する 方法を 講じ やぅ •此の 扶殖 法は 第 一番 *- 我が 華 賢 •か* 今日 迄 1 .切の 世 
界的 事件と 全人 類の 思想 養成と を 指導し 來 o た 隱然 たる 力の 中 比 存す るので あ 
る 0 

四 九 •「其の 自由」 自由は 放縦 や 我儘の 權利で はない- •同じく 人間の 力と 價値 とは 吾 
人が艮心の自由や平等の如さ破壤主義 5: 主張する權利ではない0又個人の自由は 
無秩序 次 群集 中に 駄辯を 弄して 自他を 惑亂 する 權 利では 决 してない 。典の 自由は 
社會生活の篇法則 |: 忠實に正當に守る愐人の神聖に存す40又人間の靠ぶべ5と 
乙 るは 自分 即ち 「已 J と いふ乙とを空想するにぁるのではなく、自已の權利の自 
整と 共に 無 權 利の 自覺比 存する 0 

五十、「人間の全幸福」人閬の全幸福は秩序の中に存するのである0 

猶太 人の ニ大宣 傳機關 

猶太人は世界 5: 其0掌中に丸めるために*すでにニ 0 の大きな武器 ^ 待つて居る* 



一つは 黄金 S 力で あつて 他は 宣傅檐 鬮で— •即ち 彼等 •か 世界を 動かす 力は 金力と 宣 
於 とに 1 るべき ものと し： 15る ので あるが* 彼等の 此の 着眼は 見事に 的中した 0 

即 V 彼等の 宣傅機 賜は 欺瞞. 煽動、 輿論の §依つて思想を破壤し、帮亂を酿成 
し、 國際 的紛搂 AJi する 等、 有らゆる 方面に 蓮 用して やで に 百 t セントの 効果を 

今 

あげ V 居 60 

猶太 人は 言 ふ い*^ 家 ^^ー 0° *° ^ざ.出版物は第ニのヵである 
吾人は 何物 も 先 比、 出版界の 權能を 猶太 人の 掌中 比收め ね 仗なら ね。 世界の 貿易 
车 i 4 髿ぽ i 象 ih A ° 0° md 、 世 S 出版物 基 人の 掌中 K 收 
め « ぃ間は、是等の努カは全く徒勞に歸する。 

出版物 1 我 S 手 ： -i 收め S 、 初め の 目的を 達成す る 事が 出來 る。 又 巷間の 

文藝ゃ 芝居、 又は 輿 翁を 作る 爲め には 大政 治 新聞が 必要で ある。 吾々 が 出版物を 掌中 

•0 0 0 0 0 : 0 0 0 0 。。。。。。。， 0 „. 1 。. 0 5 〇 |<> 50 ^: |5 0 5«» 

こ牧め 5へすれば、不正當なものを正當とし、不名#なことを名 # とす車ヵ來 

»| . 

と 0 

是を 見て' 猶太 人が 如何 SR 物‘ 力瘤 艾れ • S 依つ て 彼等 •か 如何に 世の中 



基 着し つ、 ぁるか れる •見 ょぽか客む忠乾ぎかか ^: のでぁる 

而 して 彼等は すでに 世界中の 大新 g や i 其 他の 出版物の 九 割を 手に 收 めて 居る。 斯 
くて 彼 5擎 に 揉，：；} が 如く K 世界の 輿論を 作 4 ? 混亂し •過激 銎や淫 落文學 
1 を f 歎ら し 5 猶太 民族精神を 破壤 し、 靑年 男女の 氣魄を 奪 W 、 節 ff 亊 
が如何に大であるかを思はしめる0 

活動 資が 如何に 民心を 指 蹲す るかは 護 しも 知る 所で ある ■'而 して 猶太 入國 民の 國 
民權を 抹 f する ために 努力して 居る 事は 非常な ものである。 是れ K 就る てに 「シオンの 
赛定 害」 にも ある 通. 0、 享樂や 遊戯 や i や 性— 民衆 俱樂部 (活動 勒 •ダンス ホ乂 

1 ) 运 CNI %、 1 益し 又蠢や f K ヲて S 面 1 

I の i 方® S 惑して、 純 1 家、—、 I ? t とい ふので— 

, , :5: :|: :^: :?: :^: か ^: «:*> §1 00 ^ 0 §: «<> 41:» か ^: «!° «» § 

比凌駕するといはれて居ト。 

f 我國に 於け る 活動 董の嫌 行は 非常な もので あつて、 大都會 は 勿 K 全阈 到る 鹰 
の 町と いふ 町で 活動 寫 眞館を見受け 4 い所はない位である。 



麵して、所謂何々館封切-*/何々 « ヵ演超作等と誇張した宣傳をして菝烈に観客を 
つ-' •淫菹 極ま 务 4 き醜態や、肉感的挑發的な場面又は喜劇や滑箱劇などを馆面もな 
<5ちげ出して、靑年男女の魂を奪って居るのであるが、是れが思想上又風敎上亿及 
ぼす 影響は 實 に恐るべきものであ0て、活動寫其に魂 4: 奪はれた少年少女が、知らず 
鼸 らす 其の 惡威 化 ^ 受けて 瓚落し 又は 罪を 犯す 者が、 實 に 莫大 次數 Kt o て捃る 0 
然 かも' 日本に 檐入 3 る、 映 霣の k 部分は 拊太 人の 經眘比 係る もので あって、 紐 育 
や&ザンゼルスの十大會社は勿論其 0 下の小會社も殆んど全郎が桫太人の轾營又は年 
の 勢力下に ある そので あって、 4 :映：心の九割を占めゝ獨逸品も約八割五分が彼缭の掌 
A- に 在る。 

而 して， 活動 寫典 といへ ば、 老若男女 .V 間は ず 非常に 好む ので あって、 其 だしきは 
鈥食 を節してもー遇に一度や月にニ三度位見なければ納是らないといった有樣であっ 
.て、 彼等 猶太 人を 之れ！ 5： 依って 狂人と なし 思想を 破壊す ると 同時に、 全世界から 此の 
奪！！ な 金まで も R 收 しつ、 ある© である。 



一 ryx 秘密結社 

フリ ーメー .ソン 又は マッソンと いへ ば、 人道 •平和、 自由、 平等、 博愛* 四海 兄弟 
主義な どを 表看板と する 一 つ の 秘密結社で あつて、 其の 起原は 遠く 十 叫 世紀 頃 •欠と い 
はれて： 25*00 もとは 宮殿、 寺院 城塞な どの 大建に 従事す る 大工： 左官" 石工な どの 頭 
棟 株の 組合で あつたので ある •か、 其の 商資 柄と して 諸國の 王侯貴族な ど、 接近す る 機 
會が 多く、 又是れ 等の 人から 大變 1 C 大事に 3れ、 殆んど 絕對の 自由を 與 へられて 來犮 
1 とから、 次第に 勢力を 得、 其のぅ ちに 僧侶と か、 神學 者な ど •か 參 加を 許す や 5 にな 
つて"何時の間 |.'. か政治的秘密結社の性質を帶びて來 /2 のであ 0 て、現在では遂に世 
界覆波の陰謀 |« と化してし爻 0 たのである0 • 

マッソンの 本家本元は 英吉利で あつて、 十八 世紀の 初めに 四つの 組が 合同して 一大 
•組合と な. 0/ー人の大棟梁を立て、學者とか神學者などの援助を得て組合の儀式 1: 定 
め-從來の憲法を改造して精神的結社となつ穴ものである。 

而して"此の種の組合員は歐洲諸«を仕事を求めつ、逼歷して居た爲めに各國比此 




の餌合が出來たのであって、佛蘭西ではすで比十三世紀の半に33にあつ穴事が記錄に 
殘 o て 居る。 其 他 ST 填 •波 、露、 西 其 他の 諸 S IC も 出來て 居て、 十八 世紀の 頃には 
蠱歐洲に亘つて、非常な跋扈 5: 來し、大に國政 5: «亂した爲めに、各网では極カ之れ 
记彌«を加へたが、其の結果却つて潜行的に發展し、現在では*全世界扣此の結社を 
«. 次い所は次く、政治、外交"言諭其他諸の事に繫が 0 て暗鼸を試み、或は革命 5: 助 
け、 播齔 ^ 煽勦し全世をひつかき爻ゎしてては搔動を起させて居る。 

今日の 世界は 、 H 內的 »; も.阈際的にも此のマッソンの影武者が命令し干涉して居 
るので あつて 事铤 ，爭两 や 革命 9背仫 |: は必らず此のマッソン結社員が糸を引いて居 
*0のである 〇 

ャッソンが今日の勢カを逞ふするに至る爻でには、其の上解級は佛蘭盟し於て創始 
せられ， 其の 精神的 養成は 獨逸で 行 はれた ので あるが、 現在に 於け る ►ッ ソンの 思想 
は猶太主義忆據るをのである。 

併しながら、其の初期杞於ては猶太人は入紕を許3れなかつたが、ー七八〇年頃佛 
■ のフランクフルト |: »太人マッソンが出來.十八世紀の初め頃になると全歐洲に亘 



0 て、® 太 人な き マッソンな しとい はれる 程に な. e / 十八 世紀の 終 6頃になつて匈牙 
利では猶太人は其の指霉的地位を占むるや5にな 0 たのである。然レて十九讹紀の初 
め亿らると「マッソン社員は人爲的猶太入だ」といはれるやぅ比なつて仕舞つたので 

to 

►ッソン員となつた猶太人等じ棰カ鞏固な地磐を作る事に努めて事たのであつて、 
現 6 : では擀太人は妞れも各國マッソン結社の牛{4をとるに至つ /2 のであつて、之れに 
反抗的 態度に 出る 者は 其の 社 分 的 地位を 失 ひ、 样濟的 大打擊 を 負は せられ、 甚だしき 
に至 0 ては生命に危害を加へられる事もある0 • 

枬太 人の 言 ふ 所では •マッソンの 思想は 捫太國 黄金 時の 王で あつた ソロモン 王から 
出て 居る ので あつて* 王は ►ッゾ N の创岵 者と 稱して 居る。 現在の マッソンの 中心た 
*0 勢力が 捫太 人に ある 事は 此の 一事で わかる ので あつて* 彼等は マッソン にょる 世界 
共和 阈达設 0 友め に 狂奔して 居る ので ある。 斯 くして 彼等は 先づ 世界 各阈を 共和闽 と 
« し •最後に ソ »» モン王統の痕系を大統領とする全世界大猶太共和國の建設をはか 0 
て居るのであつて、全世界の帝31打倒のために、有らゆる手段を以て革命を助けて居 






るので ある。 

* » S . . / 

世界に 於け る マツ ソン 結社 及び 人員 

結社 ft 人員， 

英 三、 一 五 五 四十 萬 人 
佛 四 七し ■:■ 三 萬 三千 人 
» 五 五 九 五 萬 八 千 人 
米 一 o 〇 二百 萬 人 
全世界 ニ 四 七 八 八 二百 三十 五 萬 八 千 四 苜 人 
右の 外、 和 蘭、 白# 義 、丁抹 、瑞 典， 菊 荀 牙、 西 斑 牙、 波 蘭 •露 西亞 、支那、 日本 
など比も.ぁ 0 て、世界到る處 »- 於て勢カ懷張记努め、諸1|の有カ者 5: 結肚に引这入れ 
つ、 ある 0 

V C » - / . .* . '.♦■ - .-•♦ •Y • . ■ • . . . .， 8 • - • - 

古今の著名なるャグソン輅黻員 

米 國、 7シントン*，クキンレ—、タ 7 ト、グ.一ズぺ产ト、ランシング、 



'—ハ 







歌 洲、 



ぐ ゥス 大佐、 パ ーシン グ將 軍* 薄 働 組合 主領 n ンパ 1 iT 
ゼ 4夕グ— A 、 ナ •ホ レオン、 •ホアン カレ—、 フ， n ク ，ン % > ッ r- * 
ソン-一 ノ 、ダ ヌン チオ、 エ ド 7 -ド七世。 






支那、 押 逸 仙 



マッソン 秘密結社 員 VJ 世界の 革命 



米國 の獨立 (内 曆 一七 七 六 年). 
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條 蘭西裉 命 ( M » l 七 八 九 年〕 • 
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_ 0 ニ 月 革命 (s B l 八 四 八 年〕 ダグ i 



叫酹 一八 0 八竽 ). 



•*9 ▲一一 世 (を 弑 マ〕 



(£ 曆 '八 0 九 年). 



土 耳 古 革命 



▲ *タファ四世.-を软す) 
T K グ */ Tr Jr ( fi u ) 



(西 * 1 /* 七六年). 



ッ F 五世 (追 攻) (資年 土 耳 古籯) 



(西 an 九 o 九 年). 
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西班牙 革 * (两歷| 九 11 1 1 年) 



フリ^ノ 1 ソンの 目的 

ニ 名 マツ ソ M 

鎗太 1115 ソ ロモン王代を中心とする無神論的の世界共和國の建設。 

西转千九#年八月、巴里 |- 於て開かれ犮萬_マツソン大會の席上に於て、其の最 
离 申 ^ の 一人 ^ る カル チ 太 •ラ •タン トクは マツ ソン 即ち フ？ *■ メ I ソン 結肚の 目 
的を 述べて 次の 如く 言つ 穴。 

「全世界マッソンのカを合ーせしむる犮め世界 4: 紛齔比稻れ、最後に無神諭的世 
界 共和國 を 建設す る K 在 6 と 述べて 居る。 

而して - T クソンの 憲法に 依る と* マツ ソン 結社 員は •此の 目的を 速す るた め 1 C 、 踩 
叛及び革命を鼷 » する權利を有するのであつて、又ー面 |: 於て、謀裉はー 0 の轉罌 



なる 義務と なつて 居る ので ある • I ^ 
現に 英國に 於け る 第三 十 階級の 姐 令は 全 組 中で 最も 重要な 階級で ある •か、 この 限 級 
を典へ'る儀式の中には、法王又は帝冠を劍 4: 以て突き刺す儀式がぁる0乙のー事 1: 見 
- C も、 此の 秘密結社の 目的 •か 何で あるかは 想像す るに 難くない 0 

しかも、彼等が表面的に檫榜する所ば四»兄弟主袭であ 0 て*職業*黨派、國輅" 
豢敎 1: 超越し、 自由 正義の 士 幺以て連ぬ5ー 0 の秘密結社であると稱し、其の搏梧と 
する ものは、 自由*！ ^ 等 •博 爱 5: 以てして 居る。 

然して*結杜員等は此のまこ1しやかな餌を以て盛んに結肚員の增加に努カして居 
4のであつ 1 、すで比世界殊に歐米の有ヵな活動的人物を網羅し"棰カ此の最後の目 
的 達成を 急いで 居る ので あつて、 今や 其の 結社 ば 歐米各 W は 勿論、 東洋に 於ても 支那 
比及ぴ*我日本亿本高靨の有カ者中に其の社員となつて居る者があると言はれて居る 
而して 、此の 好餌に 的ら れて 1 度 入社 すれば、 結社 員は 結社の 憲法に 對し て、 善良 
K して 最も 忠實 でなくて はなら 次い ので あつて、 其の 第一の 義務され て 居る 「服 從 J 
|: 蠹ひられ時辜调題じ||する1 « © 行動に對しては*悉く嚴格 4 る結社の «| 財七受け 

61 ' ‘ 
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るのであ 0 て*革命 »: 成功した者は、名秘ある英雄として尊敬し、革命に失敗した者 
は殉敎 者と して 保護す るので ある* . 

斯くて 彼等は 有らん 限-^ の 秘術を 盡して 、有らゆる 方面に 亘 o て 社會 V 攪亂 し、 革 
命1煸勖し、陰謀 1: 助け居るので.ぁる0 
然して 世界 谷 ^ に 於て 最も 活動 1て居るのはュダャ人結社員でぁって、自然彼等は 
最高最大の勢カ 4: 有し、結社 ^ ュダャ精神を吹さ込み、且っ結社をュダャ人個有の目 
的遂行の手段となす迸として运る。 



マツ ソン VJ 重大 國際 問題 

現7の滿洲事變が勃發して以來、日本國挞として最も憤慨にたへないのは、暴 « 不 
遜な 支那 も •國除 » 盟理 事國の 態度で ある。 

支那人を人間間並比取极ふ事は、»る大人氣ない事である0併し 4 がら、世界六十 
餘 $0上屠亿立つ十ニヶ_の代表者が、高«的に正蘸の日本 5: 抑へ.つけやぅとした事 
K 就て tt * 日本 ■民と して 實 1 C 憤 ft に 於へ な S ので あるが 又 それと 间時 K 、 如何にも 




不可解《事であらぅ0 

併しながら*世界比マッソン轺密結社が存在する事 5: 知.^*南京政府の正«を識る 
者杞とつては、搴八當然に起 0 た事だといふ事比な*0〇 

西 曆千 九： 白 0年八月三十1日、巴里比開かれた萬國マッソン會蟻の席上で、勾牙利 
►ッ ソンの 有力者へ ぺジー は 次の や 5 比 主張して 居る 0 

「世界マッン间盟に依つて世界 ^: 邙かすが如さ重大問越大間趙に對しては、全世界 
のマッソンは合一せる偉大なる努カ 1: 以て、マッゾン的意義划ち共和政«比有利 « 
るが如く時褂問題を解决す_へし」と。 

然しマ.南京蚁府り創立者孫逸仙はマッゾッンの有ヵなる社員であ 0 た0 ^ 、の未嫌 
たる南京政财が、どんな1のかは推して知るべしであつて、しかも南京政府顧問英人 
，ィヒマン及び本年五月新たに同政'府顧問とな 0 た英人リーデグンは、共にマッゾ 
>の有カ者でぁ>"«際躲盟事務總長ドラ#ンド亦然4、脚盟理事者ブ？ァ7が其 0 
tt fll である 事は 間 ふまで もない ので あつて 日本 •かま、 子い び 办 5: 3 れる のは 何の 不思 



\ 




然かも事獼勃«と阏時に甫京玫府から振遺3れ龙ニ十七名の宜傅員は、支那代表と 
1 ^應して歎米备_，ッソン結肚員 5 : 動かし 1 : 居る事は言ふまでもない0それょ>も滿 
拥 に 於て 日 支 間 比 三百 餘伴の 間埋 を植みあげて、今日の車態 5: 播き»させたパチルス 
が 侑で あつ 充か K わかる ではない か。 

非 猶太 人 マツ ソン 結社 員の 末路 

眼に見へ、香として嗅がせられるマッソンの餌、目的)は、誰しも取 0 て喰；5度い程 
立派な ものである 。併し 次がら •非 猶太阚 民 が パック 交と いかぅ ものなら、 其の 瞬間 
から 《賊と化し*死の茛吿を與へられたも同然であつて、其の裡亿かくされて居る强 
_ な 鈎は 其の 人間の 胳の底爻で喰び入つて、結局生命を奪はずには置かないのである 
成る 程 革命に 成功し 穴 者は •一時は 名眷 ある 勇者と して 尊敬され る 乙と 比なつて居 
る。 併しながら、 シオンの 饑定琺 には 何と畨 いて あるか。 

「吾々 (猶太人〕が天下 5: 掌握した嘵に於て"我即位(猶太王)比武器 5: 手比して反抗す 
る者は. --.% 凡て慘»杞處刑する0新らしく秘密詰肚 5: 狡くる者比は、同じく死刑亿處 



す * oo 



a 



f て か バ；^ K it ' い- 

洲から 遠 さ 大陸 南極 か 北極 か) にか 册 ^ する0又我等の秘密 5: 知つて居るか阶か.^ 
の マッソン 結 #. 員 丨對しても |»>' 様である0特に殘<て置く者は常に洗刑を以て威赫 
して 置く ピ 

見ょ、手を1して慘殺し次ぃ者は悉く南極か北極か比淹刑に處せられるのであ 0 て 
結局は 死滅す る 外に 路はな いので ある o 獪太 人が 如何： j 陰險惡 辣で あるかは 之れ 
K 見て I わかる 0 

» 

哈爾賓 舊露勞 働團の 檄文 

猶太 人？ 1 W 」 釣られ、 彼等の 镅勖に f 共產 W 家 S 園を f つ、 革命運動に 
參加 S 露 一八は、 革命 成立 後 忽ち 甞め 3 せられた 深 対な 現滅の 悲哀 ：：. ■(費 太 
人は宑射太人を籯と頁つて居る)として1律杞苛黯 « 勞働 1: 媒せられ*年 « がら地獻 
の. 資关 - R あつて 居る •次 杞掲ぐるは在 «- 爾賓露_勞 « 妁©微文である0日本祀於ける 
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现在の左傾#働||の徽文と鼗べて見龙ら彼等はどん次顔をするか0 

•露 _#• » • » 

»君は何時噯で猶太人り束縛妃受けんとす*0か.今や»苕の « _すべき時が來た 
吾人は革命记腰し猶太比依 0 て凡てが破壤 ^ れ汚辱？れた事 1: 自 # せねばならぬ0 
同胞よ 越耐は 最早！！ 用な 吾人は 吾 八を 外 固 人の 手し 委め 《要は 4 ぃ0故比彼等 
|: 悉く汚れたる箒 4: 以て悪魔の下に追放せざるぺからず0何んとなれば猾太人は理 
想の民に非す*政治 5: 全然自己の職案に轉じ道議も名 « も顧みず、唯不義利搐と金 
餞と |: 貪ぼるのみだからである。 

見よ 彼等は 絕えす 我等 K 向つ て： 3動に注童せよと絕叫して居 0 0而して彼等の煽 
動は 忠實な る我國 KAJ 指した％ ので あつたでは ないか、 > 

露 鐲勞働 者よ 須 らく * ® せ io 5 らば 彼等 猶太 人の 玉座は 忽ち 破 壤せ られ 、彼等 
の 榮革モ 名 眷％ 信用 も •亦 不義の： ：2も凡て奪はる亿至るだらぅ。- 
諸君よ 思へ、 吾人は 何故 比 再 人の 主要なる 役目を 彼等 政治 商人 ^ る 猶太 人に 委ね ' 
吾人は彼等の龙め亿<5譯と次ければ « らないか0世界到る處の政治比||する彼等は 



自己の 利益の 爲め 比他を格れて走狗と《し、以て其の慾 5: 恣にし 0 、禽ほ|つ勞 #| 
者の味方 4 办と高唱して居る0 

•敢て 問 ふ* 彼等は 何時何處で君等の味方であ 0 たか0諸打ょ靜かに思へ*彼等は 
醑 じて 諸« の 味方 比非すして正に敵衣-^露獨戰爭に於ける彼等の態度又革命以來 
の 彼等の 行動を 見 彼等は 凡て 反逆者なら ず や。 

猾太人は耗然たる利己主義者であ 0 て"惡むべきィスラユルの支族だ〇吾人は彼 
等 «*. 汚れ犮る惡«の手比交附せなければならぬ。彼は眞の共產主義者に非す唯自己 
の 打算 を以て無智なる露人を褪絡する野心家な-^而して彼等は無類の卑劣漢な* 
見 i 日本簞 が 赤衛 軍ょ. os 獲た る 俘虜 甲に 一人の 猶太 人 もな く， 嚯 我等の 後方に 在つ 
て、吾人の同胞を犧牲として利得を針つ犮 ^ すぎないではないか。 

吾人には 「自由. の 死， あ -^彈丸と共に死せん0吾人は*じて彼等に降服せず何ぞ彼 
等 卑劣漢 り利用する所と次らんや。嗚啐厚顔無恥の徒ょ速か亿パレステナ比歸6汝. 
等代鐮當次る年活 1:- 營め* 

猶太 種族* ^ せ l a 反逆者 $擊 せ lo 
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